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はじめに 

熊本地震で活用した２つの仕組み
の活用 

 

九州地理空間情報ポータル 

 地理空間情報の集約，流通，相互
利用が目的 

 

G空間情報収集システム 

 総務省「Ｇ空間×ＩＣＴプロジェクト」
として「Ｇ空間防災システム」の開
発を平成26・27年度の実証事業と
して実施し開発。以降改良を加える。 



経緯 

 7/5(水)午後 

– 「九州地理空間情報ポータル」と 

– 「G空間情報収集システム」の活用を検討 

 7/6(木)22:18 G空間情報収集システム稼働開始 

 7/6(木)23:24 衛星（ALOS-2）緊急観測(初回) 

 7/19(水)12:00時点 

–  G空間情報システム：970件以上の投稿情報 

–  ポータルのジオサービス：9種類のレイヤー情報 

 （国土地理院や産総研からWMSやタイルで配信されているレ
イヤーも含む） 

 



システム構成 

 サイトの入り口 

→九州地理空間情報ポータル 

 

 地震に関連する地理空間
情報の集約・統合 

→ジオサービスによる情報 

 集約システム 

 被害に関する情報の収集 

→G空間情報収集システム 

    （九州北部豪雨版） 

 

geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp 

 



Ｇ空間情報収集システム（九州北部豪雨版） 

モバイル版では，スマートフォン等で現地の被害情報
を収集。今どこで何が発生しているかを地図上に表示。
現地の状況把握が目的。 

位置情報付き写真を 

投稿。 

現地の情報等を定型
文により入力。 

補足情報も追記可能。 



Ｇ空間情報収集システム（九州北部豪雨版） 

地図で投稿状況を確認。 
投稿位置をクリックする
と画像を表示。 
詳細表示では，地図， 
写真，状況を把握可能。 
投稿状況の分析。 

PC版では，情報の追加，投稿状況の全体把握，分析
などを行う。被害の状況判断，被害分析が目的。 



Ｇ空間情報収集システム（九州北部豪雨版） 

7/6～7/19 12:00までに収集された現地情報（全体） 



Ｇ空間情報収集システム（九州北部豪雨版） 

7/6～7/19 12:00までに収集された現地情報（一部拡大） 



Ｇ空間情報収集システム（九州北部豪雨版） 

被害の分析結果（7/16 10:25時点，一部拡大） 

 



ジオサービスによる情報集約システム 

PC版 

【Webアプリの機能】 
・拡大・縮小 
・表示・非表示 
・透過表示 
・ポップアップ表示 
・ベースマップの変更 
・距離や面積の計測 
・GPS付き端末による 
 現在位置の表示 
・住所検索    等 

災害に関する多種多様な地理空間情報，衛星データ，航空写
真画像を一つのWebアプリ上に集約・統合。利用者それぞれ
の目的（被害確認，救援，対策立案等）に応じた利活用が可能。 

モバイル版 



ジオサービスによる情報集約システム 

使用方法 

レイヤーにチェックを
入れることで情報を
表示 

背景地図選択 

印刷機能 

計測機能 



ジオサービスによる情報集約システム 

 広域の面的な情報収集能力を持つ組織と連携 
 

 掲載しているデータ（9種類のレイヤー） 
 ① 【九大】【JAXA】ALOS-2/PALSAR-2の2時期カラー合成データ 
 ② 【九大】【USGS】地球観測衛星Landsat-8観測データ 
 

 ③ 【九大】【アジア航測】オブリークカメラ観測データ 
 ④ 【国土地理院】平成29年梅雨前線及び台風3号 正射画像 
 

 ⑤ 【パイオニア】【AIGID】2017年７月九州北部大雨通行実績マップ 
 

 ⑥ 【九大】【AIGID】【国土地理院】指定緊急避難場所データ 
 ⑦ 【産総研】200万分の1日本地質図－20万分の1日本シームレス地質図 WMS 
 ⑧ 【国土地理院】色別標高図 
 ⑨ 【国土地理院】電子国土基本図（オルソ画像） 
  

航空写真 
情報 

基盤 
情報 

衛星情報 

災害関連情報 



ジオサービスによる情報集約システム 

 通行実績マップ ※G空間情報センターが配信（1日単位） 

7/6 7/17 



ジオサービスによる情報集約システム 

 災害前後の衛星画像・航空写真画像 



ジオサービスによる情報集約システム 

 被害状況＋地質＋地形 



まとめと今後の課題 

地理空間情報の活用 

今後の取り組み 

 

 効率的な情報収集・集約・管理・表示 

 迅速な対応と遠隔地からのサポート 

 平常時からの準備は予防力・対応力の強化へ 
 

 

 信頼性の高い情報の情報集約サイト 

 被災地の状況のデータアーカイブとして活用 

 得られた情報の分析：被害の全容解明 
 

正確な情報をいかに早く，いかに確実に，そして広く
提供できるかが重要 

 



本報告内容は、速報的にまとめたものです。 

現地調査や資料分析等の詳細な調査により、
今後内容が更新されることがあります。 


